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７組織培養によ る台木育成技術

茎頂培#養によ る均質なカキ台木の育成

６３～５年（継続）

分類 ③

Ｉ目的

カキ苗は、実生台木を使用しているため生育の個体差が大きい。均質な
形･質を有する台木を得るために、茎頂からの培養増殖技術を確立する～

Ⅱ試験方法

１供試材料

63年６月に茎頂摘出を行い
、及ぴ富有実生の茎葉 ｡

、その後継代培養しているカキの西村早生

２処:理方法

（１）茎葉増殖に対するサイトカイニンの効果
茎葉を１０mm程度に調整後、御供試した。

（２

ＭＳ培地の１／2潰度に、ショ糖１．５％、寒天０．８％を添加、ｐＨ５．８
に調整した培地を基本として、２ｉｐ０．１～１５．０ｐｐｍの濃度の範囲で
５処理区、ＢＡＯ、１～５．０ｐｐｍの濃度の範囲で３処理区を設定した。
）発根に及ぼすエＢＡ処理及び支持体の効果
茎葉を１０mm程度に調整、挿し穂とした。
挿し穂の基部をエＢＡ溶液500ｐｐｍに浸漬後、ポリウレタンに挿し
木した区、エＢＡＯ、１％粉剤（商品名：オキシベロン）醤付着後、
同様に挿し木した区、エＢＡ溶液５００ｐｐｍに浸潰後、寒天培地に挿し
木した区、の３処理区を設定した。
ポリウレタンを浸した溶液
1／２濃度にＰＧ１ｍＭ

、及び寒天培地の組成はＭＳ培地の
、ショ糖１．５％を添加、 pH５．８に調整した ０

（１）、（２）の試験とも温度２５～２８°Ｃ、照度３，０００Lux、１６時間照明の条
件下で行った．

Ⅲ主要成果の概要

西村早生の茎頂培養による増殖法は、ＭＳ培地の１／２濃度に、植物ホル
モンのＢＡ５ｐｐｍ、２ｉｐ５～１５ｐｐｍを添加した固体培地で培養個体から肢芽
を大量に発生させる。さらに発生した茎葉を切取り、基部をエＢＡ５００ｐｐｍ
溶液に浸漬後、ＰＧ１ＩｎＭを添加した固体培地に挿し木すると発根を促進で
きる。

１茎葉増殖については、ＢＡ５ｐｐｍ，２ｊｉｐでは５，１０，１５ｐｐｍの漁度で
１個体当たりの茎葉本数が多く増殖効果が高い。
２発根については、茎葉基部をエＢＡ５００ｐｐｍ溶液に浸漬後、寒~天培地に
挿し木する方法が発根率、発根程度、根長から判断し効果が高い。
３西村早生は、富有の実生に比べ発根率が劣る。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表カキの茎葉増殖に対するサイトカイニンの効果（１年）
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注）供試品種は西村早生

第２表 カキの発根に及ぼすＩＢＡ処理及び支持体の効果 （１年）

ＩＢＡ支持体供試品種培養枯死茎葉発根発根根長
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個個ｃ、％本個個個
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１西村早生のク ローン増殖を行う際に活用できる
２品楓により茎葉増殖、
が予測される。

、

発根に対する植物ホルモンの効果は異なる こと

Ⅵ今後の研究上の問題点

茎頂培羨による増殖は、
討が必要である

品種に適する植物ホルモンの種類、濃度の検
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